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前回は、下表の「3,対応シナリオを時系列で作成する」の 1回目ということで、対応シナリオ

の要件等を整理しました。今回は、それを踏まえ対応シナリオ(全体シナリオ)の作成作業に取り

かかることにします。 

 

 

1.対応シナリオ(全体シナリオ)のひな型の作成手順 

 

対応シナリオ(全体シナリオ)の作成も、被害シナリオ(全体シナリオ)作成に準じて以下の手順

で進めます。 

① 対応シナリオ(全体シナリオ)のひな型を作成する 

ア 被害シナリオ(全体シナリオ)のひな型をベースに対応シナリオ(全体シナリオ)のひな型

の「中間品」を作成する 

イ 中間品を活動種類別、活動主体別に編集・加筆・修正し、対応シナリオ(全体シナリオ)の

ひな型を得る 

② ①のひな型をベースに「基本ケース」、「激甚ケース」の対応シナリオ(全体シナリオ)を作

成する 

今回は、①のアの作業を行います。 
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―シナリオ型被害想定(その 9)― 
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2.被害シナリオ(全体シナリオ)のひな型をベースに対応シナリオ(全体シナリオ)のひな型の

「中間品」を作成する 

 

対応シナリオ(全体シナリオ)のひな型の作成作業を効率的に行うため、「中間品」を作成する

ことにします。 

「中間品」の作成は以下のように行います。 

①被害シナリオ(全体シナリオ)のひな型の表(連載第 54 回の表 1)を時期区分ごとに分割する 

②分割した表の被害シナリオ欄の右側に対応シナリオ欄を追加する 

③ 被害シナリオ欄の記述に応じた対応(シナリオ)を対応シナリオ欄に記述する 

 

そのようにして作成した例を表 1～表 5に示します。 

これらの表(中間品)を作成する際の留意点は以下のとおりです。 

○ 被害シナリオ(全体シナリオ)のひな型に記載された被害(災害)事象・事案への対応を対

応シナリオ欄に書き出す際、「基本的なこと」を中心に考えつくままにどんどん書いてい

きます。筆者もそのつもりで記述しましたので、「おかしい」、「わかりにくい」、「漏れが

ある」と感じられた方もいると思いますがご容赦ください。 

○ 活動種類別とか活動主体別といった「くくり」は次の段階で行いますので、この段階で

は、「くくり」を考えないで作業します(「くくり」を意識すると作業が滞る恐れがありま

す)。 

 

表 1～表 5 に記載されている対応シナリオは、読者の方々の市町村事情を反映させれば、違っ

た内容やより具体的な記述になると思います。 

表 1～表 5の「中間品」でも市町村での有用性は高いといえます。しかし、活動種類別(情報の

収集伝達、避難関係活動、医療救護等別)や活動主体別(部課別)に束ねられていないため、「使い

にくい」、「関連活動や関係部課等との関係が見えにくい」と思われる方も多いはずです。 

次回は、この「中間品」をたたき台に活動種類別対応シナリオ(全体シナリオ)のひな型を作成

することにします。 
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